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感情の表出と理解に関する展望
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstmct

　　Emotion　expression　and　percePtion6re　important　in　interpersona1communication，

and　they　are　essentia1components　of　social　skins．In　this　pape1＝，・studies　of　emotion

expression　and　emotion　perception　are　reviewed．Studies　of　facial　perception　r♀vea1ed　that

young　children　cou1d　weH　recognize　a　happy　face，but　could　not　recognize　a　sad　or

frightened　face－Similar1y，studies　of　facial　expression　revealed　that　yo早ng　chiIdren　could

make　happy　and　surprized　face　but　could　not　make　frightened　or　disguste4face．we11－

Vocal　perception　studies　indicated　that　negative　emotion　（i．e．anger　and　disgust）　were

well　recognized．There　Were　sma！1studies　in　the　area　of　voca1expression，so　how　voc孕1

tone　conveys　emotions　was　not　revealed．Finauy，research　intq　perception　and　expression

of　emotion　of　people　with　mental　or　deve1opmental　disorders　were　reviewed．The．necessity

for　training　emotional　comunication　skills　to　such　people　is　proposed．

Key　words：emotion　expression，emotion　perception，social　ski11s

1．感情の適応機能と伝達機能

　戸田（1981）は，感情（情緒）には行動を活性

化する機能があり，それはヒトが野生環境の中で

適応的するために進化させてきた行動解発プログ

ラムであ・ると述べている。たとえば，補食考に襲

われた際に生じる恐れの感情は，闘争もし＜は逃

走という行動を動機づけるものと考えられている

（Gray，1987）。また，縄張りの侵入者に対する怒

りは，攻撃行動を解発する。このように，感情に

よって揮動された行動プログラムは，生存のため

に’有効であったものと恩われる。戸田（1992）は

これを感情の野生合理性と呼んでいる。

　しかし感情は，個体の生存に関わるこのような

適応行動の解発と同時に，他者に対するメッセー

ジ機能を有している。たとえば，怒りの感情表出

は縄張りに侵入してきた他者に対する威嚇・警告

のメッセージである。そして，これ；こ対する恐れ

の表出は，攻撃を避けるための謝罪行動としての

意味を帯びている。このように，本来は闘争／逃

走行動を解発していたはずの情動も，自己保存と
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同時に相手もしくは集団を維持するためのコミュ

ニケーション機能を持つようになっている。

　さらに，喜びや悲しみといった感情は，それ自

体は行動解発機能を持たないが，これらの感情を

表出することは，自分の要求を表現したり，他者

との関係を調整するといった，集団内のコミュニ

ケーションを円滑に進めるために機能している。

すなわち感情をどのように表出するか，表出され

た感情をどのように受け止めるか，といった感情

のコミュニケーションが，人問の社会生活の中で

大きな役割を担っているといえる。

　人がもともと持っている基本感情（basic

emotiOn）は何か，という問いに関しては，未だ結

論はでていないが，山田（1993）は比較文化的研

究および比較行動学的研究を展望して，6つの基

本表情カテゴリーがあると述べている。すなわち，

嬉しさ，悲しみ，驚き，怒り，嫌悪，恐れである。

　Ekman＆Friesen（1975）によれば，それぞれ

の感情の内容は以下の通りである。嬉しさ・幸福

感は，快感・安全の感覚，あるいはより高次な認

知である望ましい自已概念などに結びついて生じ

る。悲しみは受動的な感情で，喪失に伴って生じ

る感情である。驚きは，予期しない事態および予

期に反した事態に対して生じる感情である。怒り

は，活動や目標追究に対する干渉（フラストレー

ション事態）に対して生じる。また，身体的な脅

威・精神的な危害（侮辱・拒絶など）カ伽えられ

た場合にも生じる。さらに，より高次な認知とし

て道徳観を誰かが侵害した場合にも生じる。恐怖

は，苦痛や身体的危害などに対して生じる感情で

ある。・

　ヒトという種が持つ基本感情がある程度普遍性

を持つのであれば，感情の表出のされ方も種に共

通しているのであろうか。Ekman＆Friesen
　（ユ975）によれば，感情は万国共通の表情で示さ

’れるものであり，ヒトという種が基本的に持って

いる感情は共通するという。比較行動学的研究に

よれば，眉毛を釣り上げる動作は，相互作用の用

意があることを意味し，微笑は攻撃的でないこと

を意味している。これらは様々な文化に共通して

みられる表情である（Eible－Eibesfeldt，1980）。

　しかしEkman＆Friesen（1975）は，他者の前

で感情をどのように表出するか，という表示規則

と呼ばれる部分が文化・教育によって異なってい

るのだと述べている。荘厳（1993）は，アタッチ

メントの研究を概観し，日本とアメリカでは母子

の分離や再会の場面で反応のしかたに違いがある

ことを見出している回荘厳（1993）は，母親の養

育行動を通じて，その社会が持っている対人関係

のあり方が子どもに伝わり，情動という情報の伝

達システムが異なってくるのではないかと指摘し

ている。

　ところで，前述したように個人がある感情を感

じ，それを自然に表出する際には，表出のしかた

に差はみられないが，ひとたびそこに他の誰かが

存在し，その人に向けて（意図的に）メッセージ

を送ろうとした場合には，表出のしかたに文化の

違いが生じてくる。それぞれの文化で，”他者の前”

という状況に合わせて感情の表出をどう変えるか

という暗黙の規則を表示規則という。したがって，

伝達機能としての感情表出とは，人前であるとい

う公的自已意識が喚起された状態において明らか

になるものである。そして，それを読み取る側は，

その状況に合わせて相手の表出した感情表現を読

み取るのである。これを解読規則と．いう。

　社会心理学の立場では，社会的スキルとは主に

非言語コミュニケーション能力を指す（Ar一

馴1e，1983）。大きく分けると相手のメッセージを

正しく理解する過程（decoding：解読）と，文脈に

応じて自分から適切にメッセージを発信する過程

（encoding：表出）からなる。こうした能力が，

人間関係を構築したり維持していく上で必要なこ

とはいうまでもない。堀毛（1990）は，解読能力

と表出能力に焦点を絞った尺度を作成している。

また，和田（1993）は非言語コミュニケーション

能力に関する尺度を作成している。

　小林（1994a）は，幼児を対象に，表情と声の抑

揚，身振りなどの表出能力とソシオメトリーとの

関連性を検討している。男児では，声量が大きく

はっきりしている場合に，ソシオメトリー評定値

と中程度の正の相関がみられた。また，これら非

言語コミュニケーション全体にっいての総合的な

印象評価も同様に正の相関を持っていた。これに

対して女児では，声量はソシオメトリーの肯定的
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指名数と有意ではないが負に相関しており，総合

的な印象評価も肯定的指名数との間の有意傾向の

負の相関を有していた。また，人前でもじもじす

るような，不安そうなしぐさの多い女児は，肯定

的指名数とやや高い負の相関を示した。なぜこの

ように性差がみられたのかについてはまだ解明さ

れていないが，少なくとも非言語的な表出能力が

仲間関係と関連性を持っていることは確かであろ
う。

　感情を伝達する場合に，その主要な媒体になっ

ているものが，表情と声である。そこで，次節以

後では表情と声がどのように感情を伝えているの

かについて，いくつかの研究を紹介しながら考察

する。

2．表情による伝達

　表情表出に関しては，Ekman＆Friesen（1975）

の広範な研究がある。彼らによれば，顔によって

伝えられる情報には，皮膚の色・骨格など静的な

もの，駿や膚の張りの変化といった非常にゆっく

りと変化するもの，そして顔面筋の動きによる急

激な変化の3つの信号があるという。筋肉の動き

によって伝えられるものが感情メッセージである。

なお，Ekman＆Friesen（1975）の用語に従え

ば，ムードとはある程度の時間持続するもので，

エモーションとは持続時問の短い急激なものとし

て分類されるものである。

　既に述べたとおり，Ekman＆Friesen（1975）

は，文化に規定されない基本的な情動表出メカニ

ズムを仮定している。こうした表情表出が生得的

なものであるならば，表出に対応した理解の能力

もヒトには備わっているものと考えられる。表情

理解の能力は，誕生後早期に既に見られるが，全

ての感情が同じように理解されるわけではない。

　桐田（1993）は，表情理解の研究を展望してい

るが，生後10週で既に理解できるようになるとい

う見解や，微笑みと悲しみの弁別が4ヶ月で可能

になるという報告などがあり，一致した見解は得

られていないという。しかし，およそ6ヶ月の時

点では，視覚による表情のカテゴリー化が可能と

なると考えるのが妥当であろう。また，驚きや悲

しみがこれに続くといわれている（桐田，1993）。
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　幼児期から児童期，あるいは成人までを対象と

した表情理解の発達的研究では，いずれも楽しい

顔・幸福顔の理解がもっとも早期に確立されるこ

とがわかっている。

　石川・浅井・越川・竹内（1994）は，肯定的な

文章と否定的な文章を，表情・口調を変えて幼稚

園の年長児と大学生に聞かせ，それが肯定的な印

象を持つか，否定的な印象を持つかの判断を行わ

せた。その結果，幼児では成人に比べて，相対的

に肯定的な感情であると評価する傾向がみられた。

特に，言語内容あるいは表情が肯定的であると，

肯定的な判断に結びついているようである。

　水品（1992）は，幼稚園年中児，小学1・3年

生を対象に，絵カードを用いて，表情と状況の手

がかリから，子どもがどのように感情を推測する

のかを検討している。喜びの表情は年中児で既に

1OO％完成していたが，怒りの表情は10％程度の子

どもが誤答していた。また，悲しみの表情が理解

できたのは年中児では50％弱で，その後3年生に

かけて理解が上昇しているが，それでも90％弱で

あった。恐れの表情は，幼児では10％程度で，3

年生でも50％弱の正答率であった。こうした結果

から，楽しい表情はもっとも早く理解可能で，怒

りがこれに続き，悲しみや恐れは表情からの理解

がなかなか確立しないことが推測される。

　これに比べて，状況からの理解は，悲しみでは

いずれも表情による理解度を上回っている。表情

の理解がもっとも悪かった恐れの感情では，状況

の理解は3年生では90％近くに達しており，こう

した結果を見ると，幼児や児童が感情そのものの

理解はできていることがわかる。すなわち，どの

ような状況でどのような感情が生じるか，という

感情が喚起された体験は持っており，状況から相

手の感情を推測することはできるのである。

　表情の表出に関しても，同様のことが示されて

いる。Lewis，Sullivan＆Vasen（1987）は，幼

児から成人までを対象に幸福・驚き・悲しみ・恐

れ・怒り・嫌悪の表情を意図的に作らせ，表出さ

れた表情の完成の程度を評定している。その緒果，

幸福・驚きの表情表出は3歳から可能であるが，

悲しみ・怒りの表出は4歳児でも完全ではない。

さらに，恐れ・嫌悪の表出は成人でも困難な者が
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多かったという。

　水品（1992）の感情理解の研究では，驚きと嫌

悪の表情は調べていなかったが，この2つの研究

に共通するのは，喜び・幸福の顔は理解も表出も

早い時期に獲得され，怒り・悲しみがそれに続き，

恐れの表情は理解も表出もかなり難しいというこ

とである。

　小林・松尾（1994）は，5・6歳児に対して，

他者の見ている前で様々な表情の表出を行わせ，

ソシオメトリー評定値との関連性を検討した。そ

の結果，男児については楽しい顔の表情をうまく

表出した者は，ソシオメトリー評定値が高い傾向

が示された。しかし，女児では表情とソシオメト

リーの間に有意な相関は見出されなかった。なぜ

性差がみられたのかについては，今のところ不明

であるが，少なくとも笑顔の表出が仲間関係に影

響している可能性はあろう。

　喜びと怒りの感情が早くから理解されるという

ことは，それが他者に対するメッセージ性を帯び

ているためであろう。母子の微笑は誕生直後から

みられるもので，異論もあるが（Bower，1979），

ヒ、トが生得的に社会的な動物であるごとの証拠で

あると考えられている。すなわち，誕生直後から，

母親の微笑は子どもにとって栄養や身体接触・安

全などと結びついた快の信号であり，子どもの微

笑は母親にとって適切な育児が行われたことの信

号とならている。また，怒りは，子ど・もにとって

ほ不快な刺激で，現在行っている行動を制止する

役割を持っている。このように，喜び・幸福と怒

りの表出は，かなり早期からみられるコミュニケ

ーションであるといえよう。これに対して，悲し

みや恐れの表情がなかなか理解されない，あるい

は表出されないという現象は，（少なくとも表情に

関する限り）これらの感情が他者に対するメッセ

ージ性が低いためであると考え’ることができよう。

　ところで；鈴木（1991）は，大学生15名に12種

類の感情の表出をさせ，その表情を撮影した写真

（12の感情×・15名分）がどの感情を表しているか

について15名の被験者に判断させた。その結果，

悲しみと驚きの表情の判定率が高く，楽しみや幸

福については㌧一致率はそれほど高くなかった。

また，劉布；嫌悪ゴ憎悪などの表情は判定率が低

かった。この結果は，先の諸研究の緒果に反する

ものである。欧米の研究で用いられた写真は，か

なりはっきりと表情が表出されていること，子ど

もを対象とした発達的研究では多くが典型的な絵

カードを用いていることに比べ，錯木（1991）の

研究では，大学生が実際に表情を作っている。し

たがって，日本人の表情表出は典型的な強い表情

ほどはっきりしていない可能性も考えられるが，

先行研究との不一致は今後検討すべき問題ではあ

る。

3．音声による伝達

　表情の理解と表出の研究に比べ，音声による感

情情報の伝達に関する研究はまだ多くない。特に，

感情理解の研究はあるが，音声表出の研究は皆無

といってよい。

　青木（1993）は，大学生を対象として，言語的

な内容と音調が一致した文章と不一致な文章を聞

かせ，その再生成績や，内容の理解度を調べた。

その結果，否定的な内容が否定的な口調で伝達さ

れると，メッセージの再生成績がよかった。この

研究で再生成績に関与していたのは，理解度（よ

くわかったという主観的評価）に加えて，口調と

内容が整合していたという印象である。また，肯

定的な文章を肯定的な口調・否定的な口調のどち

らで読んでもあまり整合性の評価に影響を与えな

いが，否定的な文章を肯定的口調で読まれるのは

非常に整合佳が悪いという印象であった。否定的

な文章を否定的な口調で読んだ場合は整合性がや

や高く感じられるという。したがって，否定的な

感情を伝えるためには、口調の変化が大きな役割

を担っている可能性が考えられる。

　石川・越川（1993）も同様の実験を行っている。

彼らは，大学生に対して，言語的な内容と表情，

口調という3つの要因を組み合わせてメッセージ

の理解を検討している。その結果，以下のような

ことが示された。聞かされたメッセージが全体と

して肯定的であったか否定的であったかという印

象に寄与するのは主として表情である。すなわち，

表情が肯定的であると，その表情に基づいて肯定

的な印象をもっようになる。しかし，表情が否定

的である場含には，口調や内容によって印象判断
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が行われている。

　越川・向後（1994）は，音声による感情理解を

3次元からなる意味空間内で分析している。第一．

の次元は快一不快，第二の次元は表出の速さ，第

三の次元は表出の強さである。この意味空間内の

布置によると，喜びは快・速い・強い表出，悲し

みはやや不快・遅い・弱い表出，怒りは不快・速

い・強い表出，嫌悪は不快・速い・やや強い表出

であるという。速さと強さの点で，怒りと嫌悪は

やや弁別しにくい，いわば類似した感情である。

越川・向後（1994）では，喜びは遠く強い表出に

なっているが，笑顔に代表されるようないわゆる

幸福感・喜びはもっと穏やかな表出であると考え

られ，こうした部分が表情と昔声で伝えられる感

情の差異なのかも知れない。

　福島・青柳（1994）は，大学生に対して中立的

なメッセージをさまざまな口調で聞かせ，それが

どのような感情を表現しているかを質問した。そ

の結果，他の感情に比べ，幸福感をもった発話の

理解はかなり悪いことが示された。また，声の強

さと速さの変化に注目するように，という教示は，

怒りの理解を促進するときにのみ有効であった。

悲しみや怒りは，口調の理解がよいことから，喜

びは主として表情や周りの状況に基づいて推測が

なされると考えられよう。

　音声表出の研究ては，感情メノセーンに関する

ものではないが，塩坪・池田・吉村（1994）が生

後8週～10週の乳児が母親の言語をどのように模

倣しているかをスペクトル化して検討した。その

結果，乳児の発語模倣の音調が母親の音調に似て

いる傾向がみられたという。こうした音調の模倣

は，おそらく乳児期の情動調整にも寄与している

と思われる。母親が泣いている子どもをあやし，

子どもがそれを模倣することは，本人の感情表出

とその制御能カにも影響を与えていることが推察

されるが，．この分野は最近取り上げられるように

なってきたテーマであり，今後の研究の発展を待

たなければならない直

4．感情コミュニケーションに間題を持つ人々と

その訓練

　表情と音声の理解，表出に関する研究結果を総
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合すると，快（喜び・幸福感）については，主と

して表情で伝達される割合が大きく，それ以外の

否定的な感情メッセージについては，口調によっ

て伝達さ・れる割合が大きいのではないか，と考え

られる。他者の感情を理解したり，自分の感情を

表出する上で，文脈（状況）や言語内容といった

情報以外に，表情と口調に注目する必要がある。

　そこで最後に，感情を中心としたコミュニケー

ション能力に問題を持つ人々の特徴を述べ，コミ

ュニケーションの教育・訓練に関して若干の提言

を行いたい。どのような人々が感情の理解や表出

に問題をもっているのか，包括的にこれを規定す

ることは現段階では無理である。しかしいくつか

の研究で，精神障害や発達障害を持つ人々の中に

は，感情によるコミュニケーションがうまくいっ

ていない例が報告されている。以下ではそれぞれ

の研究を取り上げながら，感情のコミュニケーシ

ョンの教育・訓練の可能性を探ることにする。

　Persad＆Polivy（1993）は，うつ病の患者・

うつ病以外の精神病患者・抑うつ傾向の大学生・

正常な大学生を対象に，表情理解の程度と傾向を

調査した。その結果，うっ傾向者およびうつ病患

者は，平均点としては正常者よりもやや表情理解

が劣るが，個々の表情理解についての著しい理解

の低下はみられなかった。しかし，うつ病患者は

様々な表情を見せられたときに，正常者に比べて

立ちすくんでしまう傾向がみられた。おそらく，

うつ病患者は，相手の表出に対して戸惑いが見ら

れるのではないだろか。うつ病患者に対して，提

示された表情に対する感想を問うと，全体的に他

者の表出に対する好意的な印象が低く，恐れを感

じるという傾向がみられた。

　また，正常者は怒りや嫌悪の表情に対しては不

快感や気分の落ち込みがあり，抑うつ的な感情が

喚起されるのに対して，うつ病以外の精神病患者

は，怒りや嫌悪の表出に対してもうつ的になり難

く，恐れや悲しみの表出に対しても好意的な印象

をもつという結果が得られた。

　これらの結果から，うつ病患者は表情表出に過

度に反応して，恐れを感じ，立ちすくんでしまう

のに対して，その他の精神病患者は表情に対する

感受性が低く，表情を誤って理解している可能性
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が示唆された。

　また，自閉症児の幸福感・悲しみ・驚きの表情

理解を調べたBaron－Cohen，Spitz＆Cross
（1993）は，自閉症児が驚きの表情を理解しにく

いことを見出した。Baron－Cohen　et　a1、（1993）

は，驚きという感情が，喜びや悲しみのように，

状況によって引き起こされるものではなく，予期

に反していることから生じる感情であるため，他

者がどのような信念を有しているのかを推測しな

ければならないので，白閉症児には理解が困難な

のだと結論づけた。しかしBaron－Cohen　et　a1．

（1993）は，別の解釈として，自閉症児が表情の

情報を正しく取り込んでいない可能性があること

も指摘している。喜びや悲しみは，口元を見るだ

けでもある程度推測が可能であるが，驚きの表情

は相手の目と口元の両方に着目しなければならな

いので，顔の各部の統合的な認知が困難なのでは

ないかと述べている。

　実際，自閉症児の多くは相手と視線を合わせる

ことが少ないため，表情の情報が正しく取り込ま

れているかどうかも検証されていない。伊藤・平

井（1982）は，自閉症児は目のような模様を避け

る傾向にあることを報告している。こうしたこと

から，インタラクションを行う際に，自閉症児が

顔のどの部分を見ているのか’を検討する研究も必

要であろう。

　口調などの音声情報の理解に関しては，精神遅

滞者に理解の誤りがみられるという報告がある。

向後・越川（1994）は，軽度精神遅滞をもつ青年

と成人を対象に，口調による感情の判断能力を検

討した結果，精神遅滞者は怒りの表出を喜びの表

出と誤解するケースが多いことを見一出した。越

川・向後（1994）の3次元意味空間モデルによれ

ば，喜びは快・速い・強い感情表出で，怒りは不

快・速い・強い感情表出である。精神遅滞児や発

達障害児の発話に多く聞かれる特徴は，強い表出

で，あまり抑揚がないという点である。また，こ

うした子どもたちの家族内コミュニケーションを

考えた場合に，親から怒りの表出が多く，障害児

はこのような表出スタイルに憤れているものと考

えられる。おそらく知的障害者は強い表出を肯定

的と判断してしまい，音声のピッチの変化から

快一不快という次元を抽出することができないの

であろう。

　精神分裂病者の家族のコミュニケーションにつ

いては，次のような報告がある。Leff＆Vaug㎞

（1985）は，精神分裂病者の家族には，患者に対

する批判的なコメントが多いと述べている。批判

的なコメントとは，言語的に明らかに相手に対す

る怒りや非難を表出した発言ばかりでなく，言語

的な内容は単なる不満の表明であっても，口調か

ら批判的なニュアンスが読み取れるものが含まれ

ている。Leff＆Vaughn（1985）は，こうした批

判的コメントが発せられることを感情表出（emo－

tionaI　expression：以下EEと略記）と呼び，家

族コミュニケーションにおける高EEが分裂病の

発症に寄与していると述べている。

　Persad＆Po1iW（1993）が報告したような表

情理解の誤リが，精神障害の原因であるのか，結

果であるのかについては結論はでていない。しか

し，精神障害をもつ人々が社会復帰するためには，

他者の表情を的確に読みとり，その場にふさわし

い行動をする必要がある。したがって，表情理解

の訓練を行うことは有効であると思われる。また，

家族から本人に対する批判的なコメントや不快な

感情表出が多い高EE現象（Leff＆Vaughn，
1985）は，後に他の精神障害者の家族にも見られ

ることが報告され，分裂病の直接の原因ではない

と考えられるようになったが，少なくともコミュ

ニケーションの障害が，家族内の偏った口調の表

出パターンの経験に緒びついている可能性はある。

そうであるならば，さまざまな感情を音声情報で

提示し，それをうまく解読する経験も必要になっ

てこよう。

　こうした，感情の情報がうまく解読できない

人々が他者とコミュニケーションを持つためには，

どのような教育・臨床的介入が可能であろうか。

Dum，Brown，S1omkowski，Tesla＆Youngb－

lade（1991）は，母子間や兄弟聞で日常的に自分の

感情状態やなぜその感情が生じたのか，といった

話題を多く交わす子どもは，他者の感情推論能力

が高いことを報告している。表清表出であれ音声

表出であれ，まず必要なことは，表出されている

感情が何であるかを言語的にラベルづけすること
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である。そして，感情を分類する枠組み（カテゴ

リー）を構築しなければならない。

　次に，表情や口調，あるいは身振りなど，どの

情報に着目すればその感情が読み取れるか，すな

わち社会的手がかり（SoCialCue）への着目を促す

必要がある。自閉症児や非言語性学習障害児など

の場合には，特にこうした情報を取り入れる部分

の訓練が大切である。たとえば上野（1993）は，

社会的スキル訓練プログラムの中で表情に着目す

る課題を紹介している。

　なお，自閉症児のように視線を合わせることが

困難で，情報の入力に問題を持っている子どもた

ちがいる。また，非言語性学習障害児の中には，

視覚的な同時処理が弱い子どもたちもいる。こう

した子どもたちは，おそらく表情の統合的理解に

困難をもっているので，状況と昔声から感情を読

み取る訓練のような，代償機能を形成していく必

要があるかも知れない。

　瀬尾・戸ヶ崎（1994）は，非言語性の学習障害

児に対して適切なアイコンタクト（相手の方を見

る）がとれるように指導を行った。その結果，自

分が話してい季ときに1キアイコンタクトは増加し

なかったが，相手の話を聞いているときのアイコ

ンタクトは増加した。おそらくこうした指導は軽

度の自閉症児に対しても適用可能であろう。相手

の顔（特に目元）に注目することは，感情に関す

る情報を取り込むために必要なことである。

　精神障害老や発達障害児の音声理解については，

まだ知見が少なく，どのような手がかりを聞き取

るかという指導方法については，今後の研究課題

である。感情表出は表情と音声によって同時に行

われるので，手がかリ認知を促進するためには，

それぞれの成分がどの程度寄与しているのか，両

者の組み合わせについての基礎研究も今後は必要

になってこよう。

　適切な表出の訓練に関しては，表情や音声のそ

れぞれの成分に分けた研究はまだない。軽度の知

的障害や発達障害を持った児童のグループに対し

て，小林（1994b）は友だちに対して「断る」「頼

む」といった場面を取り上げ，言語的に主張させ

るロールプレイ訓練を行った。その中には視線や

抑揚が変化した事例もみられるが，すべての事例

で非言語的な表出が向上したわけではない。”相手

にはっきりといデという目標に重点をおきすぎ

ると，ロールプレイ場面で相手をのぞき込みすぎ

たり，大げさな抑揚がつく可能性がある。どの程

度の表出が適切であるのかについては，外的な基

準が取りにくいこともあり，必ずしも明確ではな

い。コミュニケーションに障害を持っている子ど

もばかりでなく，子どもや成人についての適度な

表出に関して，標準的なデータを収集することが

先決であろう。

　以上述べてきたように，感情理解・表出がうま

く行かない人々に対する臨床的介入については，

まだ明らかにされていない部分が多い。社会的ス

キル訓練の中で，非言語的な側面については，大

切なことであるにも関わらず，体系的な研究と介

入は行われていない。特に音声表出に関しては未

知の部分が多く，これから臨床的データと共に，

標準的なデータを求めるような研究が必要である。
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